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＜連絡事項＞
・本日の精神科救急の看護当直が、佐藤AOMに変更となっています。

・モーニングミーティングでの報告内容について。
　画面上の内容を読み上げるだけではなく、不足する情報を追加する等して報告するよう
にしてください。
例）準夜で血圧高値の為、指示を受け処置を実施後、深夜での血圧はどうだったのか、等）

＜患者様連絡事項＞
・齊藤　光枝様～医事より連絡あり。11/24(土)、友人の斎藤　幸子様が面会予定です。時
間は未定です。夫様から許可をもらっています。

＜要注目患者様＞
・成田　富士子様～表情の冴え無さが見られていますが、日課の遅れはなく、プログラムには拒否なく取り組んでいます。不調や金銭に関する不安・不満等の訴えはなく、頓服薬の服用希望もありません。
　　　　　　　　　引き続き、活動状況の確認を行いながら、訴えを傾聴し、不安が軽減できるよう、介入していきましょう。

・原　吉郎様～独語は目立たず、切迫した身体不調の訴え等はありません。プログラムは
拒否なく取り組み、穏やかに過ごし、夜間は良眠で経過しています。
引き続き、体調の確認をしながら、活動状況の観察を行っていきましょう。

・瀧澤　杏奈様～プログラムの参加促すも、「作業のスタッフに狙われている、男の人が私の前に立っている、変な人がいるんです」と妄想発言聞かれ、拒否していますが、表情には笑顔見られ、特に切迫した様子は見られません。引き続き、精神状態観察し、現実検討を促しながら、気分転換を図れる様、介入していきましょう。

＜田名部Drケース検討・退院支援員会＞
・伊藤　義彦様～青山荘への退院であり、12月8日、11：00で現在調整中。

・千葉　光広様～「腰が痛い、睾丸も痛い」と話されています。
カロナール(200)1T　1×夕食後　7日分、プラノプロフェン点眼液、1本処方となっています。青山荘の見学を勧められ、了解しています。保護者である母様ご存命の内に、受け入れ先を検討していきます。

・犹守　佑太様～　12月に退院が決まった、と母様に電話する事があり、母様より確認の電話が来ることがありました。それ以外は、不自然な思考内容なども目立つことはありません。11月26日～2泊3日で外泊予定。その際、御家族と退院について話合ってくるとの事です。

・瀧澤　杏奈様～「食事をとると吐き気がするので点滴を打ってほしい」「東病棟に移りたい。個室が必要だと思うので。夜寝ている時の寝言がうるさいと思うので」等の発言がある。表情は明るいが、言動内容は現実検討力に乏しく、幻聴は、「私の守秘義務です」と内容は話さず。引き続き、精神状態が安定した状態で自宅へ戻れるよう支援をしていきます。

・齊藤　光枝様～本人様、震えが続いており、セバゾン(5)2T　2×朝、昼に変更となって
います。日中は、ホールに出て、ナンプレ等も取り組んでいます。

・松川　久雄様～姉夫婦来院。面談を実施。現在、生活保護受給の手続き中である為、手
続きが完了するまで当院での入院を継続、との希望（期間は未定）。その間、本人の自宅を整えたい（ライフライン等を）との事。本人を入れ、同内容を説明。同意し、入院継続となる。明日、冬物衣類と本人希望の眼鏡を持ってきて頂く事となっています。アルコール依存症治療プログラムはでは、酒害に関しては特に理解が深まったようであり、認識ももてている様です。認知面でも日常生活に支障が生じるような低下はないと思われます。
[bookmark: _GoBack]・成田　富士子様～自分のお金の管理について、逸脱しやすいところがあり、スタッフから指導を受けている中での不満を抱いたりする事もあったようです。今後、白内障の手術に関しては、本人も希望しているが、手術に対して妹様の協力が得られない状況です。まだ、現実検討力も低く「東病棟に移って、そこから退院していきたいと思います。市役所の方と今後の住まいの事は相談しています」といった発言も聞かれています。「北病棟はお金のトレーニングだと思って生活してはどうですか」と話されても不満を抱いたりしています。

・高橋　伸治様～退院後の生活については、「施設ではなく実家がいい」と本人は話されて
います。今後、各治療プログラムに参加出来、生活リズムを整えて行け
るように介入していきます。










